
･ 

 

第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点

重点目標⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 
 教育への情熱を持ち、豊かな人間性を備え、自己相互研 

鑽を積み、確かな教師力を持った教職員をめざします。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 
 

１ 教職員研修の充実 

◆ ねらい 

教職員としての専門性や実践的指導力、幅広い社会性や柔軟な発想、対人関係のスキル

等を養い、さらなる教師力の向上をめざします。 

 

◆ 現状と課題 

○  教 職 員 研 修 の 現 状 （ 講 座 数 ・ 日 数 、 参 加 者 数 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 2１ 年 度 よ り 重 点 的 に 行 っ て き た 小 中 学 校 で の Ｉ Ｃ Ｔ 出 前 講 座 、 Ｉ Ｃ Ｔ

活 用 授 業 研 修 は 、 各 校 で の Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 が 定 着 し て き た た め 、 今 年 度 は 希 望 校 ・

園 の み 実 施 し ま し た 。 そ の た め 総 講 座 数 ・ 総 参 加 者 数 は 減 少 し ま し た 。 そ の 他

の 研 修 講 座 に つ い て は 講座数・実施日数ともに昨年度より微増し、参加者数も増加

しました。(144 講 座 193 日 、 参 加 者 数 7,341 人 ) 

 

○  ラ イ フ ス テ ー ジ 別 教 職 員 研 修  

 教 職 員 研 修 講 座 で は 、 個 人 年 間 研 修 計 画

に 基 づ い た 講 座 選 択 が で き る よ う に 、 教 職

経 験 年 数 （ ラ イ フ ス テ ー ジ ） に 応 じ た 講 座

の 充 実 を 図 り ま し た 。  

 若 手 教 員 研 修 （ 小 中 学 校 対 象 １ ０ ９ 人 ・

必 修 講 座 ４ 回 選 択 講 座 １ 回 ） や 、 ミ ド ル リ

ー ダ ー 教 員 研 修 （ 今 年 度 か ら 幼 稚 園 教 諭 を

含 む 対 象 ４ ６ 人 ・ 必 修 講 座 ２ 回 選 択 講 座 ２

回 ） な ど 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 講 座 、

自 己 の 課 題 に 見 合 っ た 講 座 の 受 講 が 増 え ま し た 。参 加 型 の 研 修 会 を 増 や す こ と で 、

互 い の 実 践 交 流 を 図 る こ と が で き ま し た 。  

取組指標 
現状値 

（平成 2４年度） 

目標値 

（平成 27 年度） 

教 師 力 向 上 サ ポ ー ト ブ ッ ク の 活 用 に

よる研修の取組評価 

3.１  

（４点満点） 

3.6 

（４点満点） 

ミ ド ル リ ー ダ ー 教 員 研 修  

研修講座実施概要（講座数・日数）

109 121
137

237
217 230

162

164 160 167

260 251
276

211

0

50

100

150

200

250

300

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

講座数 日数

研修講座実施概要（参加数）

8161 8213

6592

8089
7834

8622

7577

4000

5000

6000

7000

8000

9000

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

参加数
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重点⑧ 教職員の資質・能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 
 

 

○  中 学 校 授 業 づ く り 研 修 の 実 施  

従 来 か ら 続 け ら れ て き た 小 学 校 若 手

教 員 必 修 講 座 の 授 業 づ く り 研 修 （ ５ 講

座 ）に 加 え 、今 年 度 か ら 中 学 校 若 手 教 員

研 修 必 修 講 座 と し て 、市 内 中 学 校 に お い

て 教 科 別（ Ｈ ２ ４ 年 度 対 象 者 の い な い 家

庭 科 を 除 く ９ 教 科 9 講 座 ）の 授 業 づくり

研 修 を 進 め ま し た 。若 手 教 員 研 修 対 象 者

以 外 の 教 諭 も 自 主 的 に 参 加 し 、授 業 を 通

し て よ り 自 分 の 実 践 に 生 か せ る 研 修 と

な り ま し た 。  

 

○  課 題  

今 後 も 増 加 す る 若 手 教 員 に 対 す る 研 修 を 、よ り 一 層 進 め る 必 要 が あ り ま す 。ま

た 、自己相互研鑽を効果的に推進するための「教師力向上研修」を引き続き進めて い

く こ と が 大 切 で す 。  

そ し て 、 研 修 に 参 加 し 教 師 が 学 ん だ こ と を 、 自 校 の 授 業 実 践 に 取 り 入 れ 、 学 級

経 営 等 に 生 か し た り 、子 ど も た ち の 学 び を 深 め て い く こ と に つ な げ た り す る こ と

が 求 め ら れ ま す 。  
 

◆ 今後の方向性 

○  ライフステージ別教 員 研 修 等 の 充 実  

ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 教 師 力 の 向 上 を 図 る た

め、自己相互研鑽を効果的に推進するための「教師

力向上研修」を進めます。 

受講対象者や研修のねらいを明確にし、より実践

的で能動的な教職員研修講座を実施することで、一

人一人の「教師力向上」をはかります。 

特に、教職経験２年未満の若手教員対象の「若手 

教員研修」及び３０～４０歳代前半教員対象の「ミドルリーダー教員研修」をさら

に充実させ、学校内におけるＯＪＴを生かした教職員の資質向上を支援します。 

 

○  ニ ー ズ に 応 じ た 研 修 の 推 進  

学校の現状や要請に応じて、初任者研修や若手教員研修対象者の授業を参観し、

校内研修の進め方や内容等について相談やアドバイスを行います。 

また、ＩＣＴを活用した授業づくりや、より実践的なＩＣＴ活用に対する研修な

ど、それぞれの現 場 の ニーズに応じた助言や支援を、各校・園に出かけて実施しま

す。  

中 学 校 教 科 別 授 業 づ く り 研 修  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平成24年3月 四日市市教育委員会 

小･中学校教員版 
 

冊子 「平 成２ ４ 年度   

教師 力向 上研 修 」 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－１ 教師力向上のための研修の充実」 
 
 

２ 研究協議会活動の充実 

◆ ねらい 

四日市市・三重郡内の幼稚園、小・中学校の全教職員（校園長・教頭・教諭等）は、勤

務校園を超えて 3５の三泗教育研究協議会のいずれかに所属し、それぞれに研修テーマを

設けて主体的な研修活動に取り組んでいます。また、研究協議会活動を通して保護者や地

域の人々との連携も進めています。 

この研究協議会活動の運営の母体となっているのが、「三泗教育研修運営委員会（略称 

三泗運営）」です。三泗運営は、三泗管内教職員の研修活動における事業の運営や調整につ

いて支援をしています。このような主体的な研修組織は全国的にみても大変特色あるもの

です。 

◆ 主な取組状況 

○  研究協議会の活動 

研究協議会は、年間７回（５、６、10、11、12、１、２月）の定例日を設定し、

授業研究、研究発表、実践発表、実技研修等の研修会を実施しています。 

6 月と１１月定例日を小学校における「授業研究の日」と位置付けていることに

より、各研究協議会において授業づくりを核とした充実した授業研究を進めること

ができました。 

「学びの一体化」の取組を受け、幼稚園と小学校、小学校と中学校あるいは専門

別、課題別・問題別研究協議会が連携した相互参観による授業研究や協働的な指導

方法、教材開発等の研究にも取組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 教育講演会、教育研究大会 

教育講演会、教育研究大会（課題別・問題別教育研究大会）では、教育の現状に

照らしたテーマを取り上げ、保護者も交えた研修会を実施しました。各研究協議会

の研修成果の発表の場であるだけでなく、保護者と教育に関して意見が交流できる

場にもなりました。 

研究協議会名 協議会数 授業研究数

小学校教科別研究協議会 ９ １５ 

中学校教科別研究協議会 １０ ２０ 

専門別研究協議会 5 ４ 

課題別・問題別研究協議会 １1 １１ 

開催日 講演会・研究大会名 場所 参加人数 

８月２２日（水）午前 教育講演会 文化会館 ５2６人

８月２２日（水）午後 課題別・問題別教育研究大会 １４会場 ８８0 人

８月２８日（火）終日 教科別・専門別教育研究大会 ２４会場 1,318 人
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○ 研究協議会共催研修会 

教育委員会と研究協議会が共催して、教職員

の資質・能力の向上を図るための研修会を企画

しました。教職員個々のステージに応じた研修、

専門分野における実技・実践力の向上や課題解

決 につ な が る 研修 、 参 加体 験 型 の 実技 研 修 会、

講義・演習会等を実施しました。 

 

・ 実施講座数 ２１講座  参加人数 １,６２９人 

 

◆ 今後の方向性 

○ 各研究協議会では、教職員の資質・能力の向上をめざし、喫緊の教育課題に対応し

た実践的な研修会を実施します。また、授業研究を中心に据えた指導内容・指導方法、

教材開発研究、ＩＣＴを活用した授業改善等を研修するにあたり、ワークショップ型

研修会等工夫ある研修会を企画・実施し、自己相互研鑽を推進していきます。 

○ 教職員が研究協議会定例日の研修会に参加しやすいような環境を整え、より一層の

協議会活動の活性化を図ります。 

○ 教育委員会と研究協議会との連携を一層深め、共催研修会における専門的で多様な

企画内容の充実を図ります。 

○ 研究協議会間の連携を図り、「学びの一体化」の主体的な取組を支援し、さらに推

進していきます。 
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３ 校・園内研修の充実 

◆ ねらい 

校・園内研修を充実させ幼保小中での指導体制の一体化を図ることで、教職員一人一人

の力量を高め、子どもの成長と学びを系統立ててはぐくんでいきます。 

◆ 現状と課題 

○ 校園内研修の主な内容＜平成 24 年度 各校・園の研修主題の類型（のべ校園数）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 現状値（平成 24 年度） 目標値（平成 27 年度）

教職員 全員 が相 互研 鑽のた め授 業

公開をした学校・園の割合 
９8.4％ 100% 

※H24 全国 学力 ・学 習状 況 調査 学校 質問 紙 から 

小中学校　校内研修内容　（のべ校数　小４０校　中２２校）

53

38

24

38

2

4

13

10

学び合い関係

学力関係

学習意欲関係

道徳・人権教育関係

特別支援・国際理解教育関係

評価関係

幼保小中の連携

その他

学び 合い …… 互 いに 尊重 し あう 関係 の中 で、見 方や 考 え方 が異 なる 他 者と かか わ りな がら 、考 えを 深 めた り 、広

げた り 、修 正し たり 補 完し あ った りす るこ と でそ れぞ れ の考 えを より 質 の高 いも の とし てい くこ と

学力 関係 …… 基 礎基 本の 定 着や 、思 考力 ・ 表現 力な ど の育 成を 図る 研 修 

学習意欲関係 …課題 解決 的な 学習 の研 究や キ ャリ ア教 育 など 、子 ども た ちの 学習 意欲 を高 める 指導 方 法の 工夫 や 教

材の 開発 を図 る 研修 

その 他… …… 運 動、 家庭 と の連 携、 ＩＣ Ｔ の有 効活 用 など の 研 修 

学校でテーマを決め、講師を招聘するなどして研修会を
行っていますか

38.4

68.2

59.6

85.0

45.5

31.8

32.4

12.5

13.1

0.0

6.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（中）

四日市市（中）

全国（小）

四日市市（小）

教員が他校や外部の研究機関などの学校外での研修に
積極的に参加できるようにしていますか

36.6

36.4

53.5

65.0

55.0

54.5

43.3

35.0

7.9

9.1

3.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国（中）

四日市市（中）

全国（小）

四日市市（小）

幼稚園研修内容　（のべ園数　幼稚園23校）

18

7

9

16

7

8

7

6

6

1

人とかかわる力

表現

生きる力・活動意欲

遊び・体つくり

健康・生活リズム・食育

人権，豊かな心

体験，交流

保護者地域との連携

学びの一体化，幼小連携

その他
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－２ 校・園内研修の充実」 
 
 

・ すべて学校園において、学校づくりビジョンに基づいた研修テーマを設定し、校園

内研修の充実が図られています。 

・ 全国学力・学習状況調査の学校質問紙における状況から、全国との比較において、

校園内研修の充実が図られていることがわかります。 

 

○ 研修に関する各学校・園の反省     <平成 24 年度学校・園教育活動の評価から> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 各学校・園の反省からは、昨年から若干の改善がみられます。教師力向上サポート

ブックについても、活用が浸透してきている様子がわかります。 

・ 各校とも、教職員全員が年１回以上授業公開等を行い、授業改善を目的とした研修

が進められています。内容、指導等について分析･検証する授業研究を行うことができ

ています。 

・ 全国学力学習状況調査の児童生徒の平均正答率について、平成 19 年度の状況から

改善がみられないことから、「確かな学力の向上を図る」視点において、各校園におけ

る研修会のあり方について見直す必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ａ 」： 十 分 「Ｂ 」：お お むね 十分  「 Ｃ 」： やや 不 十 分 「Ｄ 」：不 十分 

<幼稚園 24 園 小学校 40 校 中学校 22 校> 

・ 教職員の専門性を高め、指導力向上を図る目的から、三重大学教育学部との連携によ

り、大学の教官を各校園に招いて研修の充実に努めています。各学校・園の課題の解決

に向けて、専門的な立場からの適切な助言が有効に活用されています。  

○ 三重大学との連携による教職員研修会の回数 
  

特別支援 
研究授業
〔教科〕

学びの 
一体化 

生徒指導
あそび 

保健体育
道徳 

コミュニ
ティスク

ール 

評価 
学習指導

その他 合計 

幼稚園 16 0 0 0 3   1 2 22 

小学校 5 7 1 0 10 0 4 0 0 27 

中学校 5 0 0 1 0 0 0 0 1 7 

合計 26 7 1 1 13 0 4 1 3 56 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点⑧－２ 校・園内研修の充実」 
 
 

 

 

 

 

 

◆ 主な取組状況 

               

 

 

 

＜平成 24 年度 研究指定を受け、実践的な研究を行った学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 指導主事の派遣 

各校から要請を受け、各種研修会

等 に お け る 助 言 や 指 導 の た め に 学

校・園を訪問しています。要請以外

でも、随時、学校・園を訪問し、指

導や助言、相談に応じています。ま

た、関係機関を訪問し、調整に努め

ています。 

事業名 小学校 中学校 

道徳教育実践研究事業 泊山小学校  

学力向上に向けた 

指導体制確立支援事業 

常磐小学校 海蔵小学校 

八郷小学校 三重小学校 

富田小学校 日永小学校 

 県小学校  大谷台小学校

中部中学校 

西朝明中学校 

山手中学校 

西笹川中学校 

学びの一体化 

推進協力校区 

西陵中学校区 富田中学校区 桜中学校区 

橋北中学校区 大池中学校区 西笹川中学校区 

四日市市読書活動推進校 
川島小学校 神前小学校 

八郷小学校 三重北小学校 

三重平中学校 

富洲原中学校 

重点課題研究推進校事業 
浜田小学校 中部西小学校 

大谷台小学校 
笹川中学校 

魅力ある学校づくり調査

研究事業調査研究事業 
朝明中学校区 

子どもの体力向上学校 

支援事業（小学校のみ） 

日永小学校 河原田小学校 

三重北小学校 
 

○ 研究指定事業の活用 

地域の特色や学校の現状・課題に対応した研究指定

事業の活用を図り、校園内研修を充実させ、幼児児童

生徒の育成を図っています。 

各校・園からの要請による指導主事派遣回数
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66

19

79
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20

8
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100

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

◆ 今後の方向性 

○ 各学校・園内での日常的な相互授業公開や実践交流の実施を一層進めます。 

○ 校区が一体となった研修推進体制の充実が図られるよう、学びの一体化の取組

をさらに進めます。 

○ 全国学力・学習状況調査を活用し、各校の教育指導の充実と学習状況の改善を

図る目的から、学力向上に関する研修会を設定し、学校における改善の取組への

支援を行います。 

○ ライフステージに応じた各種研修会への積極的参加を促すとともに、校内での共

有化を進めます。  
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